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12月の展望
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　東証1部3月決算企業の21年度2Q(7‐9月)の
売上高は前年同期比10％増、営業利益が44％増、
純利益が49％増となった。1Q(4‐6月)業績の
それぞれ23%増、225%増、217％増より鈍化
したが、大幅な増収増益になった。通期業績の会
社計画は営業利益が1Q時点の前期比30％増に対
し、2Q時点は33%増とほぼ横ばい。通期会社計
画が依然として慎重とみられ、株式市場全体とし
てはポジティブな反応が限定的になったといえる。
　ドル円レートは、現在の日米実質金利差の拡大
傾向から、円安基調は継続するとみられる。黒田
日銀総裁は、期待インフレ率の引き上げを目指し
て円安容認の姿勢を示しているとみられる。円安
で日本製品や資産が安くなる一方、円建て投資収
益は増加する。自動車や保険、不動産にはポジテ
ィブ要因となろう。米国長期金利は高止まり傾向
だが、S&P500指数やナスダック指数などは史
上最高値を更新している。米国株高と円安が続く
場合は、日本株も年末高になると考える。

(11/24 田部井)

米国株高と円安で年末高に期待

11月の銘柄・業種別騰落率（10/29→11/24）好業績だが日本株の上値は重く、米国株頼みは続こう



銘柄
スクリーニング
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◇今期の当期利益計画が伸長、なおかつ増配した東証1部銘柄
（選択条件）
・株式時価総額100億円以上、21.12月～22.3月に本決算を迎える東証1部企業。
・21年度の当期純利益(会社計画)伸び率が、前年比30％以上(前期赤字企業除く)。
・前期と比べて年間予想配当を増配(記念配除く)。
・足元の株価が、週足の移動平均線(13週、26週、52週)よりも上に位置し、上昇基調または戻り歩調にある銘柄からチャー
ト形状などを勘案して選択。 (データは11月22日現在)

増配した東証1部銘柄
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Ⅰ 東証1部の3月期決算企業は順調に回復

Ⅱ 東証1部3月期2Qで上方修正したのは362社

直近決算集計特　集

　　22.3期2Q(7-9月)決算が出揃った。売上高が前年同期比10％増、営業利益が44％増。1Q(4-6月)
はそれぞれ23％増、営業利益が225%増だった。2Q累計(4-9月)は売上高が16％増、営業利益が101
％増とコロナ禍の影響から順調に回復している。2Q時点では22.3期会社計画は売上高で前期比7％増、
営業利益が同33％増となっており、3Ｑ(10-12月)以降は伸び率は鈍化する見通しである。

　21年10月1日から11月15日までに営業利益を上方修正した3月期企業は362社。1Q決算では189社
であり、例年通りであるが大幅増加。主要業種の主要銘柄が揃って上方修正をした。
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Ⅲ 自社株買いは過去最高をうかがう展開

　図表4は東証1部で自社株買いを発表した企業の取得価額総額を4月から翌年3月まで積上げた。19年は
三菱商事(8058)とトヨタ自動車(7203)が3,000億円の取得価額総額発表に加え、当時のヤフーが
ZHD(4689)への変更時に5,000億円を超える自社株買いを発表。
　21年は1Ｑ決算時に、かんぽ生命(7181)の4,398億円を筆頭にトヨタ自動車、日本郵政(6178)、
NTT(9432)の2,500億円が目立った。

　2Ｑ決算時はソフトバンクＧ(9984)の1兆円
の自社株買い発表がけん引して6.1兆円と過去最
高をうかがう展開となっている。
　コーポレートガバナンス・コードの実施を受け、
資本効率改善意識の高まりや東証プライム市場上
場のため流通株式時価総額引き上げのための動き、
前年はコロナ禍で現金確保のため自社株買いに慎
重になった反動増などが要因として考えられる。
　自社株買いは株主還元につながるため、積極的
な企業は注目しておきたい。 (高橋・大部)



ⅠPO

Report 2021 December○9

Report 2021.12

12月は新規公開ラッシュ
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12月の
スケジュール
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インフレ見通しと金融政策の変化に注視


